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私の所属する東工大・化学生命科学
研究所1の建物はコンクリート打ちっ
ぱなしの外壁に著名な科学者たちの言
葉が刻まれている。これはキャンパス
の建物耐震改修の時に外壁も手が加
わって刻み込まれたのだが、当初は不
評芬々であった。「資源研（化生研の
旧名）でノーベル賞の研究をされた白
川先生のお言葉が無い」とか、「化学
と関係なくない？」などの悪評で、気
合を入れて作られた建築の先生を大変
落胆させたようである。
写真に写っている“Science knows 
no country.”も御多分に洩れず「フ
ランス人であるパスツールが英語で言
うわけ無かろう！」と文句を言われた
言葉である。ただ、言葉そのものはさ
すが大先生で「科学は国家を知らない。
なぜなら、知識は人類のものであり、
世界を照らす松明だからである。」2

と続く、印象深い言葉
である。近年、国際共
同研究や国際共著論文
など国を超えて研究の
広がりの重要性が言わ
れているだけにこの言
葉は心に響く。この言
葉が彫り込まれてい
るから、というわけで
はないが、東工大も国
際共同研究の拠点形成
を目指し、World Research Hub 
Initiatives3という国際共同研究を推
進する組織を作り、今年度まで６年間
のプロジェクトを進めてきた。このプ
ロジェクトの面白いところは、単に海
外招聘旅費を出して共同研究をするの
ではなく、本学特任教授という身分を
用意し、こちら側の人間になって頂い
て国際共同研究の拠点形成をするとい

う点である。私もこの中のサテライト
ラボ・生体分子分光ハブ4という国際
拠点の一部に加えて頂き、国際共同
研究を進めている。特任教授をお願
いしたのは分子クラスター研究でよ
く知られた方々で、Otto Dopferさ
ん（TU Berlin)、Anne Zehnacker-
Rentien さん(CNRS/U Paris-Saclay)、
Christophe Jouvet さん (U. Aix-
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Marseille）、Gilles Grégoireさん
(CNRS/U Paris-Saclay)、James 
M. Lisy さん（U. Illinois)、Sotiris 
Xantheasさん（PNNL/U Washington）、
Mattanjah de Vriesさん（UC Santa 
Barbara）という「7名の侍」ならぬ
7人の教授である。コロナ前は皆さん
年1、2回は滞在してご自身の教授室
に陣取り、共同研究に専念して下さっ
た。どなたも気心がしれた仲間であり、
朝から夕方まで議論を戦わせ、分担し
ての共著でがんばり、夕方に一段落す
ると、ビール／ワイン／日本酒を楽し
みながら夕食を共にするという、まる
で合宿のような楽しい日々を送ること
ができた。こちらが先方の拠点に出か
けた時も同様で、まさしく“Sicence 
knows no country !”である。こち
らから先方に訪問する方も学振の研究
拠点事業でサポートして頂けることに
なったので、これで完璧、と思ってい
たらコロナ禍である。この楽しい日々
がコロナで失った大切なものの一つで
あり、パンデミックが1日も早く終息
することを願う次第である。
もっとも、コロナ禍でネット利用が
一気に進んだのはポジティブな点で
あろう。私の国際共同研究もほぼ毎
週Zoomで打ち合わせをする生活に
なった。独仏とは夕方、米国西海岸と
は朝にじっくり討論でき、週6回の国
際打ち合わせのおかげで国際共同研究
はどんどん進み、国際共著を順調に発
表できている。これは先方との信頼関
係が確立しているおかげでありがたい
限りである。

ただ、このネット環境だけで新たな
知己を増やすことは難しく、まして
や共同研究は夢のまた夢である。海外
との交信さえ確保すれば国際共同研究
が進むと勘違いしている人もいるよう
だが、日本人同士でさえ相手との信
頼関係がなければ共同研究は不可能
だ。信頼関係の確立は、サイエンスだ
けではなく世間話や冗談の一つも言
い、食事を共にして盃を交わし、でき
たら家族ぐるみで交流するという段階
を踏んで行くものである。直接顔を合
わせることがやはり不可欠で、その
頻度の差が国際交流の差に現れてい
ると思う。そういえば、私の日仏共
同研究の始まりは助手のときに恩師・
故伊藤光男先生（元分子研所長、東
北大学名誉教授）とU. Paris-Sudの
Lahmani先生との日仏共同研究でパ
リ大に派遣されたことであり、当時若
手研究員だったJouvetさんや大学院
生だったZehnackerさんと知り合い
になったことが元になっている。また、
Dopferさんとのdeepな交流は彼の
supervisorであったMüller-Dethlefs
先生が伊藤先生を訪ねてきたことが始
まりだ。信頼関係があるボス同士の交
流の中で派遣されると先方も「身内」
扱いしてくれるので一気に友人関係に
なれるというのが私の経験なので、海
外と交流をお持ちの先生方は交流が再
開され次第、若手研究者や大学院生を
海外の先生方の元に派遣し、ご自身の
信頼関係を若手に引き継いで広げてく
れたらと良いと思う。ジョン・レノン
じゃないが、やっぱり“no country”

は素晴らしい。
“no country”を無邪気に言えない
気がかりな点が2つある。日本の論文
数・インパクトの減少と安全保障問題
である。前者は豊田康長鈴鹿医療科学
大学長5が相当前から警鐘を鳴らして
いたが事態は一層悪化し、主要国の
中で唯一論文数が停滞し、なんと人
口あたり論文数では主要16カ国最下
位、韓国の半分である。質の指標にな
るトップ10％の世界に占める割合で
は75位という衝撃の現状である。6

国際共同研究は楽しいからやるのだが、
我々研究者の楽しさとは自分に無い発
想や実験、解釈、つまり相補性による
刺激が重要な部分である。これにはあ
る程度研究レベルが近いことが必須と
思うが、このままで将来は大丈夫なの
か、と思わざるを得ない。この原因は
引用した書籍で豊田学長先生が徹底的
に分析されているが、不正確を承知で
ざっくり考えるに資金不足と人不足
（研究に有効な時間も含めて）であろ
う。人不足も要は金がないからなので
詰まるところ資金に行き着く。1980
年代、特にバブル期は欧米から「基礎
研究タダ乗り論」7で責められて基礎
研究への研究費が大きく拡充されたが、
国債残高を問題視する財政破綻論8

から始まって小泉改革以降の新自由主
義と基礎的財政収支改善で緊縮財政に
なり、科研費など競争的資金は充実し
たが大局的には日本の研究を支える資
金が減ってきた。限られた資金の中で
最大の効率を求めて文科省官僚、大学
首脳部、そして研究者は必死に最適解
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を探し、結果、資金を成果の期待でき
るところに集中させる、いわゆる選択
と集中に行き着く。これは短期的には
目立った成果が上がるが、中堅以下の
研究者層・研究機関を細らせ裾野の広
がりが無くなる。さらに校費のように
目的を限定しない資金が大幅に減る結
果、誰の審査も必要とせず、自分の興
味本意で行う「役に立たない」研究9 
が非常にやりにくくなった。こういっ
たGoal-orientedではなくCuriosity-
driven研究の大切さはノーベル賞の
栄誉に輝くHänsch教授や本学大隅良
典栄誉教授も述べており10、これが
独創的な研究を生む源泉ではないかと
思われる。つまり、大局的には金がな
くなって量が下がり、その中で最善の
努力をした結果、質も低下した可能性
がある。
逆に考えると、この元になっている
緊縮財政から財政拡大に転じると回復
する可能性はある。そもそも緊縮財政
の根拠である「国の借金で破綻する」
論は、通貨発行権を持つ国家が自国通
貨建の国債を発行して破綻するはずが
ないことを考えたら馬鹿馬鹿しい妄想
であり、 11 この誤りは財務省自身が認
めている。12 政治家にもこの事実が
知られて来つつあり、現政権が新自由
主義からの脱却を唱えているので、国

際的に高いレベルの研究者が現役で頑
張っているうちに財政拡大と科学技術
への積極財政支出が実現することを
願っている。
第2点の安全保障、特に経済安全保
障に対する注意喚起は各大学に回覧さ
れており説明は不要かもしれない。私
が無関心でいられないと強く感じたの
は、世界のどの国でも防衛不可能な極
超音速兵器が開発され核搭載含めた配
備に向かいつつあること、日本の材料
技術がこれに必須の重要な役割をして
いることが、つい最近行われた衆議院
選挙やその前の自民党総裁選挙で知ら
れるようになったためである。13 米
国では自国テクノロジーが他国に使わ
れ、この極めて危険な兵器が開発され
たことが新聞報道されている。14 こ
の兵器の出現は米国による核の傘を無
効化可能であり、我が国の安全保障の
深刻な危機になる可能性があるが、そ
れが科学技術の流出によって現実化し
たとなると只事ではない。私のように
純然たる理学研究は軍事技術と一見無
関係のようだが波長可変レーザーなど
安全保障貿易管理に関係する技術を確
かに使っているので無視できなくなっ
ている。特に、軍民両用技術について
人民や会社に情報提供を強制でき、号
令一下で全人民を動員できる15非民

主主義国家に対して用心するのは誠に
自然なことだが、旧ソ連と西側諸国の
ように人的交流が遮断されているわけ
ではないので困ってしまう。研究者で
あり高等教育に携わるものとしては引
き受けた学生やコンタクトしてきた相
手には最善を尽くして自分の知識を
提供する。これは本能のようなもの
なので安全保障に関してはSecurity 
clearanceを制定し、ビザなどこちら
がタッチしないレベルでどうにかして
ほしいというのが本音であるが、現状
はそのようではない。
こんなことを考えると“no country”
という国際交流は価値観を同じくする
自由主義国家間でだけ成立するのかも
しれず、「人類は一つ」のような単純
な“no country”は“Imagin”の歌
詞の一部のように“dreamer”かもし
れない。ともあれ、パスツール大先生
は「科学と平和が、無知と戦争に勝利
することを、私は確信している。」 16

という言葉も残されており、私も当面
この言葉を信じ、コロナ禍の終息を願
いながら定年までのあと2年余り、全
力で国際交流を進めていきたい。
私のタワゴトにお付き合いくださり、
最後までお読みいただいたことに感謝
申し上げる。
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9 伊藤光男先生は所長在任時に言い得て妙の「道楽」と言われましたが非難轟々でした。
10 Theodor W. Hänsch の 2005 年ノーベル賞講演 での漫画スライド（57 枚目）参照 https://www.nobelprize.org/uploads/2018/06/hansch-slides.pdf
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12 外国格付け会社宛意見書要旨 https://www.mof.go.jp/about_mof/other/other/rating/p140430.htm
13「美しく、強く、成長する国へ」第 3 章経済安全保障の強化、高市早苗著、ワック 2021；令和 3 年版防衛白書第 I 部第 3 章
　 https://www.mod.go.jp/j/publication/wp/wp2021/html/n130101000.html
14 The Washington Post, https://www.washingtonpost.com/national-security/china-hypersonic-missiles-american-
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15 たとえば脚注 13 の p.78-80、会社法や国家情報法 ;「経済安全保障リスク」平井宏治著、育鵬社 2021
16 再び英語ですみません。“I am convinced that science and peace will win ignorance and war.”


